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経済変動ないし景気循環の現象は,現代の経済,少な

くとも資本主義経済にみられる特徴的な現象である.そ

して,現在の経済政策論議の多くは,いかにして経済変

動を制御するかといういわゆる経済安定政策に関する問

題である。このような経済変動を分析するための最も有

力な武器は,ケインズ以後発達したマクロ・ダイナミッ

クスであるO今日人々が経済変動について語り,安定政

策について論ずるとき,有効需要,国民所得,設備投資,

在庫投資などという巨視経済学の基本的諸概念に立脚し

ないでこれを行うことはきわめて稀である。

本書は,マクロ理論による経済変動の分析を,できる

だけ平易にかつ体系的に展開したものであるが,本書の

主たる目的は次の2点に要約することができるであろう。

第1に,経済変動の分析を不規則衝撃理論の立場から統

一的に説明することであり,第2にその準備をも兼ねて

マクロ動学理論の体系的な解説を行うことである。

すなわち,本書の第I瓢　第Ⅱ部において,ポスト・

ケインジアンの動学理論を,乗数と加速度原理の組み合

せによる景気循環理論を中心としながう巧妙に説明する。

まず在庫変動の循環理論を説明した著者は,設備循環も

これとまったくアナロガスに分析できることを示し,冒

らに狭義の加速度原理が色々な形で一般化できることを

明らかにする。以上の準備のうえで,第Ⅲ部では本書に

おける著者の中心的な主張である不規則撹乱による経済

変動の分析が展開される。経済体系それ自体は安定的で

あっても,ランダムショックが累積することによって循

環が生ずるメカニズムがのべられている。以上をいわば

経済変動理論の基礎編とすれば,第Ⅳ部と第Ⅴ部はその

応用編として,外国貿易,金融制度,財政政策などがど

のように経済変動に影響を及ぼすかを明らかにする.そ

こでは,現代の国民経済が当面する多くの具体的な問題

に対して,経済変動理論がどのような解明の光を投げか

けるかを知ることができるであろう。

本書全体を通じて,叙述は極めて平明であり,いたる

ところで著者の経済変動分析に対する深い洞察力と,そ

のゆきとどいた整理の仕方に読者は感心させられるであ

ろう。景気変動理論の極めて複雑多岐にわたる論点を,

著者は優れた分析力によって整理し統一しその本質を明
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らかにする。所々に付加えられた数学附録では,従来か

なり高度な数学的知識をもつ者以外には理解しにくかっ

た定差方程式の取扱いやスルーツキー定理の意味が巧妙

な工夫によって初学者にもわかるような形で説明されて

いる.本書をひもとくものは,マクロ経済学がかくも理

解しやすいものであるかに驚くとともに,その応用範囲

の広さを十分に認識することができるであろう。このよ

うに叙述が正確かつ平明に行われているので,評者は部

分的な論点に関してはほとんど異論をはさむ余地を見出

さなかった。それゆえ以下では,やや超越批判如、た論

点を2, 3挙げることによって書評に代えたいと思う。

まず,著者の第1の意図である不規則衝撃による経済

変動の統一的説明に関する点からはじめよう。ケインズ

以来の景気変動論の系譜は大別して2つの流れとして把

えることができよう。第1は,経済体系内の内生的な要

因のみから景気変動を説明しようとするのであり,第2

は経済体系外の外生的なショックの積重ねとして景気変

動を説明しようとするものであるO経済学者の知的欲求

の志向するところからは,当然体系内ですべての景気変

動を説明できるにこしたことはないであろう。しかし,

整合的なしかも現実に即した内生的変動理論を構築する

には多くの困難がつきまとうので,第2のタイプが生じ

てくる。つまり経済変動の本源的な要因を問題とする体

系の枠の外におきながら,その外生的な衝撃の累積の仕

方や体系内での波及効果を考察することによって規則的

な循環を説明しようする立場である。いわば経済変動の

起動力をランダムショックという外生的(説明不可能な)

要因に帰するという部分的な責任回避を行うという犠牲

をはらうことにより,その代償として景気変動の分析を

より現実的なものたらしめようとするものである。

いずれの立場を採用するかは,経済学者の資本主義経

済に対する見方に依存する問題であるから,評者の軽々

しく云々すべき性質のものではないかもしれない。しか

し,なにゆえに不規則衝撃の理論に立脚して変動理論を

組み立てねばならないかを立証する責任はなかば著者の

側にあるのではなかろうか。本書は,明らかに不規則撹

乱による経済の説明が一つの有力な説明であることを明

らかにしたが,どうして著者が他の経済理論を採用せず

不規則捜乱による変動理論を本書で主張したかについて

の積極的見解が展開されてよかったように思われる。

あるいは著者は,第Ⅱ部に展開されたような手段・加

速度原理の組み合せの決定論的な適用を一つのアンティ

'テーゼとして・それと此較して不規則撹乱による変動

理論の優位性を主張しているのかもしれない.しかし,
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本書で無視あるいは軽視されている他の要因(国内の産

業相互間特に投資財一消費財問の関係金融的要因,チ

想の形成過粗成長との関連等)を明示的に体系内に導

入することによって,決定論的な変動理論の成立する余

地が未だ存在するのではあるまいか。

次に,本書の第2の意図であるマクロ理論の教科書的

体系的解説という観点からみると,その意図は十二分に

達成されているということができる。それは新開氏が優

れた解乱叙述の手腕をもっていることにももちろん依

存しているが,それにも増して氏の経済理論に対する深

い理解がもたらしたものといえる。平凡に説明したので

は多くの紙数を賀することも,極めて短い言葉でしかも

本質を明らかにする仕方で解説されているのはまことに

みごとである。たとえば,シミュレ-ション分析なども

多くの人々からはなにか近づき難いものであるかのよう

に受けとられがちであるが,本書の第9章におけるよう

な単純化されたモデルにおけるシミュレ-ションの解説

は,それを非常に具体的な姿で理解させてくれるであろ

フo

ただ,本書の平明,明断さが,他面経済学を学ぶ者に

誤解をもたらすおそれがないとはいいきれないO一般に,

経済理論は混沌たる現実のchaosの中から,抽象化を

推し進めることによって生成してくるものなのであるD

本書があまりにも平明にまた整理して書かれているため

に,現実から本質を抽象してモデルの紗こするまでに支

払われた先学の血のにじむような努力を見失ってしまう

ことがないようにしなくてはならないo他方,本書か

「ぉそらく」とか「であろう」とか「かもしれない」と

いう措辞を用いて一見すらっと書きながしているところ

に,実は微妙な問題が介在していて,そのような問題を

一つ一つ解決することによって経済学のもつ共通認識の

範囲が拡大していくことになるのだということも読者は

知っていていただきたい。

その意味からは,本書はミクロ理論の優れた教科書で

ぁるHenderson and Quandtの"Microeconomic The-

ory" (小宮隆太郎訳「現代経済学」創文社)と似た性格を

もっている。そこにはすべてのものが透明に解りき-た

ものとして解説される。逆にいえば,はっきり解決のつ

いていない問題にはほとんど言及されていないのであるo

いわばそれは閉じた体系,閉じた教科書である。本当に

理想的な教科書は,平易ではありながらもどうして現実

からある理論が成立してきたかを明らかにすると同時に,

今後どのような問題が残されているかを対象とする読者

の水準に応じた形で提示するものであることが望ましい
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と評者は考える。たとえば,本書における金融の取扱い

を例にとっても,その制度的な詳細な説明を行う必要は

ないにしても,経済主体の行動様式に対してより立入っ

た考察がなされたならば以上のような難点もある程度向

避できたのではあるまいか。

ともあれ,この注文は,新関氏の書物のまと吟方が極

めて優れているという長所があるがた糾ここそ生じ注文

であって,望覇のきらいなしとはいえない。読者が上に

述べたような意味での経済理論と現実との緊張感を絶え

ず意識して本書を精読するならば,わが国におけるマク

ロ経済学理解の水準が本書の存在によって一躍向上する

ことは疑いのないところであろう。
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